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だいちがつなぐ未来（上春別・白石牧場）
ＪＡ道東あさひキャトルセンター建設着工・第48回別海町産業祭 
平成29年度根室ホルスタイン共進会
酪農協議会杯少年野球大会・第８回西春別支所杯ＰＧ大会
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准組合員について学ぶ（第２回）・理事会報告
８月生乳生産・乳代単価情報・市場カレンダー・運勢・編集局から

～今年こそ全道大会優勝へ～　ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

ＪＡ道東あさひ酪農協議会杯少年野球大会
参加した４チームの選手たち

  を守ろうＴＰＰから
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自
動
堆
肥
ク
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
で
省
力
化
も

　

９
月
４
日
、
中
西
別
の
町
営
畜
牛
育
成

牧
場
内
の
建
設
予
定
地
で
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
新
哺
育
・
育
成
預
託
セ
ン
タ
ー
地
鎮

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
25
年
か
ら
組
合

員
意
向
調
査
や
検
討
委
員
会
で
の
構
想
期

間
を
経
て
今
回
の
着
工
を
迎
え
、
平
成
31

年
６
月
に
工
事
を
完
了
、
８
月
よ
り
乳
牛

の
受
け
入
れ
を
開
始
予
定
で
す
。
式
で
は

Ｊ
Ａ
役
員
や
設
計
者
の
株
式
会
社
ズ
コ
ー

シ
ャ
、
施
工
者
の
廣
木
・
み
ど
り
・
釧
根

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
各
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
鍬
入
れ
や
玉
串
を
神
前
に

捧
げ
て
建
設
工
事
の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

式
典
後
、
原
井
組
合
長
は
「
組
合
員
の
期

待
に
応
え
る

セ
ン
タ
ー
を

目
指
す
」
と

出
席
者
に
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

約
800
頭
の

乳
牛
を
受
け

入
れ
予
定
の

セ
ン
タ
ー
で

は
、
4.5 　

の

敷
地
内
に
育
成
舎
３
棟
・
哺
育
舎
・
離
乳

舎
等
の
基
本
施
設
を
備
え
、
防
衛
省
の
民

生
安
定
事
業
を
活
用
し
、
補
助
金
に
よ
り

Ｊ
Ａ
の
負
担
額
を
削
減
し
ま
し
た
。
ま
た
、

最
新
の
自
動
堆
肥
ク
レ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
適
正
な
温
度
管
理
に
よ
る
発
酵

品
質
の
高
度
化
と
期
間
短
縮
（
30
日
間
）

で
、
敷
料
と
し
て
の
再
利
用
や
オ
ガ
ク
ズ

の
購
入
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
な
ど
、
省
力

化
や
環
境
負
荷
の
削
減
、
循
環
型
農
業
へ

の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

第48回別海町産業祭

別
海
町
の
魅
力
を
凝
縮

　

９
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、
別
海

町
農
村
広
場
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
、
第
48
回
別
海
町
産
業
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
で
は
、
恒
例
の
牛

肉
廉
価
販
売
を
実
施
し
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪

農
を
来
場
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
今
年
は
両
日

と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
初
日
は
正
午
過
ぎ
に
売
り
切

れ
に
な
る
な
ど
、
２
日
間
合
計
で
135
㎏
分
を
売
り
上

げ
ま
し
た
。
お
客
様
の
中
に
は
「
毎
年
産
業
祭
で
食

べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
」
と
言
う
方
も
お
り
、

青
空
の
下
で
焼
肉
を
楽
し
む
多
く
の
皆
様
に
ご
好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
名
物
の
あ
き
あ
じ
な
べ
、
友
好
都

市
で
あ
る
大
阪
府
枚
方
市
の
い
か
焼
き
の
販
売
、
テ

レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
上
杉
周
太

さ
ん
の
ラ
イ
ブ

＆
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
、
宇
宙
戦
隊

キ
ュ
ー
レ
ン
ジ

ャ
ー
シ
ョ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が

来
場
者
の
目
を

引
い
て
い
ま
し

た
。

神前に玉串を捧げる原井組合長

工事の無事を願い牛乳で乾杯

ＪＡ道東あさひキャトルセンター
（新哺育・育成預託センター） 建設着工

ha
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　ホクレン根室家畜市場で８月27日、平成29年根室
ホルスタイン共進会が開催されました。
　審査員は、（一社）家畜改良事業団・十勝種雄牛セ
ンターの福屋茂生氏が務め、各支所から合計26戸49
頭を出品し、管内総頭数109頭の出品により資質を
競い合いました。
 グランドチャンピオンには、根室支所・中川佳代氏
のセンターランド　バーリー　サンチエス号、リザ
ーブグランドチャンピオンには、根室支所・中川　
勉氏のセンターランド　ポンチアク　アドベント号、
インターミディエイトチャンピオンには、根室支
所・㈲武隈牧場エクセルランド　マーシヤル　スパ
ークリング号、リザーブインターミディエイトチャ
ンピオンには、根室支所・中川佳代氏のセンターラ
ンド　チヤンピオン　ツー　シヨツク号、ジュニアチャンピオンには、別海支所・菊地正明氏のジヨハナ　
アストロ　ソロ号、リザーブジュニアチャンピオンには、別海支所・㈱Diary　Holsteinsのダイアリー　シ
エリーメイ　アツプル　ＥＴ号が輝きました。今回の共進会では各クラスで道東あさひのホルスタインが上
位を占め、全てのクラスにおいて全道共進会出品を果たし、ジュニア・インターディエイト・シニアのチャ
ンピオンも全て道東あさひからの出品牛であり、非常に素晴らしい成績を収める事ができました。

平成29年根室ホルスタイン共進会
道東あさひから15戸27頭が全道出場権を獲得

平成29年根室ホルスタイン共進会
道東あさひから15戸27頭が全道出場権を獲得

◎ＪＡ道東あさひ　各チャンピオン牛

グランドチャンピオン（シニアチャンピオン）
リザーブグランドチャンピオン（リザーブシニアチャンピオン）
インターミディエイトチャンピオン
リザーブインターミディエイトチャンピオン
ジュニアチャンピオン
リザーブジュニアチャンピオン

中川　佳代氏
中川　　勉氏
㈲武隈牧場
中川　佳代氏
菊地　正明氏
㈱Diary Holsteins

センターランド　バーリー　サンチエス
センターランド　ポンチアク　アドベント
エクセルランド　マーシヤル　スパークリング
センターランド　チヤンピオン　ツー　シヨツク
ジヨハナ　アストロ　ソロ
ダイアリー　シエリーメイ　アツプル　ET

出 品 者 名　　　号

◎ＪＡ道東あさひ　全道出場牛　　15戸　27頭

大門　貴幸氏
佐藤　正一氏
㈱なかのめ牧場
佐藤　正一氏
別海高等学校
別海高等学校
伊藤　真幸氏
菊地　正明氏
㈱Diary Holsteins
丹羽　博文氏
丹羽　務氏
酒井　保幸氏
菊地　正明氏
丹羽　博文氏
安部　克寿氏
酒井　保幸氏
㈲オードリーファーム
中川　佳代氏
中川　佳代氏
㈲武隈牧場
佐久間　俊氏
㈲武隈牧場
㈲武隈牧場
中川　佳代氏
佐久間　俊氏
中川　　勉氏
中川　佳代氏

ジレツト　テイ－ウエ－ブ　スパ－クリング　ＥＴ
ジレツト　ウインドブルツク　ＥＴ
デス－　ＢＫＭ　マツカチエン　１１７４　ＥＴ
シヤ－レスデ－ル　ス－パ－ステイシヨン　ＥＴ
ジレツト　テイ－ウエ－ブ　スプラツシユ　ＥＴ
コムスター　ローソリテイ　ＥＴ
ジレツト　テイ－ウエ－ブ　スパ－クリング　ＥＴ
ウオールナツトローン　ソロモン　ＥＴ
ミスター　アツトウツド　ブロカウ　ＥＴ
デス－　ＢＫＭ　マツカチエン　１１７４　ＥＴ
ラークレスト　コントラスト　ＥＴ
パインツリー　シド　ＥＴ
レーガンクレストデイーエル　レジナルド　ＥＴ
ミスターチヤシテイー　ゴールドチツプ　ＥＴ
ミスター　アトリーズ　アルタアメイジング　ＥＴ
ブレイデール　ゴールドウイン
ジレツト　テイ－ウエ－ブ　スパ－クリング　ＥＴ
スタントンズ　キヤピタル　ゲイン　ＥＴ
ミスター　アツトウツド　ブロカウ　ＥＴ
ジレツト　テイ－ウエ－ブ　スパ－クリング　ＥＴ
メープルダウンズアイ　ＧＷ　アツトウツド　ＥＴ
ラークレスト　グランデイール　カメレオン　ＥＴ
ジレツト　テイ－ウエ－ブ　スパ－クリング　ＥＴ
ＭＳ　アトリーズ　ＳＨＴ　アフターシヨツク　ＥＴ
リル　ドルー　デンプシー
ＫＨＷ　カイト　アドベント　ＲＥＤ　ＥＴ
ジエンマーク　ストーマテイツク　サンチエス

出 品 者
H27.1.11
H27.7.9
H27.3.9
H24.5.12
H28.12.5
H28.11.9
H28.10.17
H28.10.29
H28.10.3
H28.9.15
H28.6.4
H28.5.5
H28.2.19
H27.4.26
H25.11.9
H24.11.5
H25.3.28
H28.6.18
H27.12.11
H26.11.13
H27.5.9
H26.4.1
H25.12.14
H26.8.20
H25.8.31
H24.1.23
H23.1.20

生年月日支所／頭数
西春別支所

上春別支所
2戸3頭

別海支所
9戸13頭

根室支所
3戸10頭

部
8
9
10
15
特1
特1
1
2
2
3
4
5
6
9
13
14
14
4
7
8
9
11
11
12
14
15
16

順位
2－1
3－1
1－1
3－1
1－1
2－1
1－1
1－1
1－2
2－1
1－2
1－1
1－1
1－2
1－1
1－1
3－2
1－3
1－1
1－1
3－2
2－1
3－1
1－1
2－2
1－1
1－1

父　　名　　号
ビツグゲ－ト　スパ－クリング　ベアンス
マラソン　ブル－　ウインド　フイ－バ－
センタ－フア－ム　マツカチエン　シヨツカ－
フエイア－ク　ス－パ－　ドレ－ク　
ＶＴ　ジエネラル　フオービー　ガツシユ
ＶＴ　クルル　スーパー　ローソリテイー
ＶＴ　オータム　スパークリング　チヤーム　ＥＴ
ジヨハナ　アストロ　ソロ
ダイアリー　シエリーメイ　アツプル　ＥＴ
フアインクエスト　ヘイリー　チヤンス　ＥＴ
グローリアス　ハツピー　コントラスト　アリー
グローリーランド　フアレル　エリシア
バロンドール　レジーニア
フアインクエスト　コンスタント　チツプ　ＥＴ
マウントエース　アメージング　ジヨイ
グローリーランド　ベツスリリー　ハツドリー
ミドリ　スパークリング　マスコツト
センターランド　シンコ　ブラツクス　ゲイン
センターランド　チヤンプ　ロウ　ブロウカウ
エクセルランド　マーシヤル　スパークリング
マツクスデーリイ　ＧＷ　クイーン　エピナ
ＭＦＫ　カメレオン　Ｓ　シヨウシヨ　ＥＴ
エクセルランド　ウオーカー　スパークリング　ジユニア
センターランド　チヤンピオン　ツー　シヨツク
マツクスデーリイ　スターシア　デンプシー
センターランド　ポンチアク　アドベント
センターランド　バーリー　サンチエス

名　　　号
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９
月
21
日
、
西
春
別
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第

８
回
西
春
別
支
所
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
組
合
員
男
女
・
一
般
男
女
の
計
４
部

門
で
47
名
の
参
加
者
が
27
ホ
ー
ル
を
回
り
、
ス
コ
ア
を
競
い
ま

し
た
。

　

大
会
は
好
プ
レ
ー
が
連
発
し
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
２
人
も

出
る
な
ど
白
熱
し
た
順
位
争
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
の
表
彰
式
で
は
参
加
賞
は
も
ち
ろ
ん
、
各
部
門

３
位
ま
で
の
選
手
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
、
健
闘
を
讃
え

合
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

９
月
22
日
、
組
合
員
及

び
組
合
員
家
族
の
交
流
並

び
に
心
身
の
健
康
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一

生
懸
命
練
習
し
て
い
て
も
出
場
機
会
が
少

な
い
子
供
達
に
試
合
を
経
験
し
て
も
ら
お

う
と
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
野
球
部
、
Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
青
年
部
協
力
の
も
と
、
Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
酪
農
協
議
会
主
催
に
よ
る
少

年
野
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
や
や
風
が
強
か
っ
た
も
の
の
好

天
に
恵
ま
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
た
元
気
な
プ
レ
ー
に
応
援
の
父
兄
か

ら
歓
声
や
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
終
始
賑

や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
に
よ
る
「
牛
型
焼
き
」

を
無
料
提
供
し
、
と
て
も
美
味
し
い
と
大

好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
西
春
別
と
根
室
が

参
加
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
い
秋

の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

優　

勝　

中
西
別
リ
ト
ル
オ
ッ
ク
ス

準
優
勝　

別
海
中
央
リ
ト
ル
イ
ー
グ
ル
ス

３　

位　

上
春
別
プ
レ
ー
ン
ズ

４　

位　

上
風
連
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

ＪＡ道東あさひ酪農協議会杯少年野球大会

熱
い
プ
レ
ー
に
拍
手
喝
采
！

第８回西春別支所杯パークゴルフ大会

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
が
２
名
！

←子供達にも
大好評だった
「牛型焼き」
大

組合員
男性の部

１
位

２
位

３
位

佐
々
木
正
人
さ
ん

庄
司　

正
美
さ
ん

宮
前　

昇
徳
さ
ん

組合員
女性の部

１
位

２
位

３
位

小
山
も
と
子
さ
ん

佐
藤　

朝
子
さ
ん

金
田
紀
美
枝
さ
ん

○
大
会
結
果
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中長期計画を考慮した営農を！
　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
ヶ
月

余
り
と
な
り
、
営
農
計
画
を
立

て
る
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
『
去
年
と
同
じ
』
で
は
な

く
、
農
場
・
生
活
の
中
長
期
計

画
に
基
づ
き
、
実
践
的
な
計
画

を
立
て
ま
し
ょ
う
。 

中
長
期
設
計
を
立
て
て
み
よ
う 

　

一
般
的
に
体
力
が
あ
り
、
最

も
働
け
る
時
期
と
家
計
費
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
時
期
と
は
数
年

の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル(

結
婚
、
教
育
前
期
・

後
期
、
老
後)

に
応
じ
た
家
計
向

け
支
出
の
変
動
を
考
慮
し
、
次

の
よ
う
な
手
順
で
中
長
期
計
画

を
立
て
、
営
農
計
画
に
反
映
さ

せ
ま
す
。 

①
農
業
収
入
・
農
業
支
出
・
償

　

還
計
画
・
家
計
仕
向
可
能
額

　

な
ど
か
ら
、
我
が
家
の
経
済

　

の
流
れ
を
把
握
し
ま
す
。  

②
子
供
の
教
育
・
結
婚
・
自
立

　

・
耐
久
消
費
財
の
買
い
換
え

　

な
ど
家
族
一
人
ひ
と
り
の
予

　

定
を
年
別
に
書
き
出
し
ま
す
。 

③
そ
の
生
活
設
計
項
目
の
実
現

　

の
た
め
に
は
、
い
つ
頃
ど
れ

　

く
ら
い
の
資
金
が
必
要
か
を

　

把
握
し
ま
す
。 

④
万
が
一
に
備
え
る
生
命
・
共

　

済
保
険
や
、
老
後
の
生
活
に

　

備
え
る
年
金
の
加
入
額
や
受

　

給
額
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。 

⑤
労
働
力
の
変
化
を
把
握
し
ま

　

す
。 

⑥
予
定
さ
れ
て
い
る
農
業
部
門

　

で
の
投
資
と
償
還
計
画
を
把

　

握
し
ま
す
。 

⑦
目
標
と
す
る
所
得
を
算
出
し
、

　

作
業
体
系
の
変
更
や
経
営
規

　

模
再
検
討
・
投
資
計
画
の
見

　

直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

　

投
資
計
画
を
作
成
す
る
場
合
、

資
金
の
シ
ョ
ー
ト
を
防
ぐ
た
め

に
生
活
面
・
経
営
面
を
含
め
、

大
き
な
支
出
が
重
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

中
長
期
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と 

○
目
指
す
姿
・
ビ
ジ
ョ
ン 

　

経
営
の
目
指
す
姿
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
ど
、
夢
の
実
現
の

た
め
の
資
金
で
す
。 

○
機
械
・
施
設
の
更
新 

　

機
械
や
牛
舎
は
い
つ
ま
で
も

今
と
同
様
に
使
え
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
更
新
に

備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

○
労
働
力
の
低
下
へ
の
備
え 

　

加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
や
両

親
の
リ
タ
イ
ヤ
な
ど
、
農
場
の

労
働
力
は
変
化
し
ま
す
。
一
方

で
労
働
力
の
補
填
の
た
め
、
求

人
を
出
し
て
も
人
員
の
確
保
が

難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

　

経
営
規
模
や
作
業
体
系
の
見

直
し
、
投
資
を
し
て
省
力
化
を

す
る
な
ど
の
対
策
も
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

○
家
計
費
の
増
加
に
対
す
る
備
え 

　

家
計
費
を
考
え
る
際
の
柱
は
、

結
婚
・
子
供
の
教
育
・
住
宅
で

す
。
特
に
子
供
の
教
育
は
、
家

計
費
を
大
き
く
圧
迫
す
る
要
因

の
一
つ
で
す
。 

　

管
外
の
高
校
や
大
学
等
に
進

学
す
る
場
合
、
学
費
の
他
に
生

活
費
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

  

営
農
計
画
に
反
映
さ
せ
る 

　

中
長
期
計
画
が
で
き
た
ら
、

次
年
度
の
計
画
を
具
体
的
に
立

て
ま
す
。 

　

将
来
計
画
を
達
成
す
る
た
め

の
目
標
所
得
を
設
定
し
ま
す
。

所
得
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

導
入
す
る
作
業
体
系
や
生
産
技

術
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
た

め
に
か
か
る
支
出
も
計
上
し
ま

す
。
特
に
、
一
頭
当
た
り
の
投

資
額
が
大
き
い
場
合
は
、
高
い

生
産
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 ,



つなぎ飼い方式の舎飼経営における
草地管理からみた牛乳生産コストの規定要因
根釧農業試験場　酪農研究部　地域技術グループ　濱村　寿史

　草地型酪農地帯における繋ぎ飼い方式の舎飼経営を対象にして、草地管理からみた牛乳の生産コ
ストを規定する要因を明らかにしました。

１）自給飼料費用価および牛乳生産費の格差
　高収益経営は、10a当たりの種苗費、肥料費、農業薬剤費、固定財費は高いが、牧草の収量が多
いことからサイレージ100kg当たりの費用価は、低収益経営及び北海道平均を下回っていました。
また、高収益経営は、搾乳牛1頭当たりの流通飼料費、牧草採草放牧費、乳牛償却費は高いが、実
搾乳量が多いことから実搾乳量100kg当たりの全算入生産費は、低収益経営及び北海道平均を下
回っていました（表１）。

２）格差の要因
　自給飼料費用価の格差について、その要因を費目毎に整理すると、種苗費の差は、定期的な更新
の有無によるものであり、草地の更新率に相違がみられました。肥料費の差は、窒素施用量および
土壌改良剤の散布頻度の違いによるものであり、窒素が不足する圃場割合やpH5.5未満の圃場割合
に相違がみられました。農業薬剤費の差は、除草剤散布の有無によるものであり、地下茎イネ科雑
草の被覆率に相違がみられました。固定財費の差は、耕起作業や除草剤散布のための機械の有無に
よるものでした。牧草率は、高収益経営が73～97%、低収益経営が28～34%と相違があり、牧草
の収量差を生んでいました。
　また、牛乳生産費の格差について、その要因を費目毎に整理すると、流通飼料費は、給与量に差
が生じていない中、配合飼料単価に相違がみられました。牧草採草放牧費のうち採草費の差は、粗
飼料給与量の違いによるものでした。また、草地更新に係る費用の差は、定期的な自家更新か補助
事業による更新かの違いによるものでした。自給飼料由来乳量は、高収益経営が4,341kg/頭、低
収益経営が2,865kg/頭と相違があり、実搾乳量の差を生んでいました。なお、乳牛償却費の差は、
平均産次数の違いによるものでした（表２）。
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●ホルスタインナショナルショウに参加しま  
　した【経営科】 
　９月23日（土）、24日（日）の２日間、２０１７北
海道ホルスタインナショナルショウに本校酪農経営科
の生徒が飼養牛２頭を引き連れ参加しました。 
　本校からは３年生の小笠原　陽君、志賀　満貴君、
森田　岬君の３名が
参加しました。23
日（土）に行われた
ジュニアカップは後
継者の育成を目的と
しており、志賀君、
森田君が出場しまし
た。１ヶ月以上の管
理の成果がどのよう
に評価されるか不安と緊張の出品でした。結果は18頭
中12位、14位という序列となりました。24日（日）
には、リード技術の審査を行うリードマンコンテスト
が行われ、小笠原君、志賀君、森田君がエントリーし
腕を競いました。上位入賞こそ果たせなかったもの
の、早朝から登校して練習してきた経験は、今後、酪
農と関わる職業を目指す生徒たちにとって、かけがえ
のないものとなりました。 
　本大会の参加にあたりましては、ＪＡ道東あさひ様
より全面的な支援をいただくとともに、伊藤敏彦牧場
様をはじめとして、高校生の参加を歓迎しご指導くだ
さった多くの酪農家や関係者の皆様の力強いバック
アップがあってこそのものです。今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。 

●育成センター実習【経営科】 
　８月25日（金）、９月８日（金）の２回にわたって
ＪＡ道東あさひ哺育育成センターで１年生10名が実習
をさせていただきました。牧場の責任者である大石さ
んから牧場での管理概要について学んだ後、実際に哺
育牛から育成牛までの管理作業を体験しました。ま
た、人工授精師の方の仕事も見学するなど、酪農に関
する理解を深めるこ
とができ、大変充実
した実習となりまし
た。

 

 ●【専攻科】農業法規 
　８月28日（月）～30日（水）に「農業法規」を実施
しました。これは、酪農経営に関する様々な法律の学
習や関連施設の視察を通して、法律を遵守することの
重要性を認識する授業です。 
【１日目】ＪＡ道東あさひ営農振興課笠井課長より
「酪農・畜産における環
境問題」「家畜排泄物処
理法」についてご講義い
ただき、午後は道東あさ
ひ哺育・預託センターを
見学しました。 
【２日目】笠井課長よ
り、「農地法」「営農に関
する補助事業」について
ご講義いただきました。
午後は別海バイオガス発
電株式会社を見学しまし
た。学生たちにとって実
際に稼働している状況を
見るのは初めてとあっ
て、有田所長の説明に熱心に耳を傾けていました。 
【３日目】根釧農業試験場を訪問し、研究部の金子主
査より農村基本法・基本計画について、北海道農業・
酪農の基本方向についてご講義いただきました。その
後、大坂主幹に農場内施設を案内していただきまし
た。防疫の関係上、内部を見学することはできません
でしたが、試験場で行っている試験に関する具体的な
お話を聞くことができ、大変貴重な経験となりまし
た。               
　学生からは「３日間を通して、酪農経営を行うに当
たり必要な法律や酪農を取り巻く様々な施設について
知ることができ、意義のある講義だった。」という声
が聞かれました。 

●【専攻科】産業祭
　９月17日（日）別海町産業祭に参加しました。農業
特別専攻科では、牛乳パックから葉書を作成する｢紙
すき体験｣と乳牛の模型を使用した搾乳体験を実施致
しました。参加した学生
は、来場者の方とふれあ
う事ができ、とても充実
した表情でした。また、
｢紙すき体験｣、｢搾乳体
験｣ともにおかげを持ち
まして大盛況のうちに終
えることが出来ました。来年度の産業祭では、今年の
イベント以上に充実したものにしたいと考えておりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。  人工授精師の検診を見学

紙すき体験の様子 

哺育現場の見学 

バイオガスプラント見学の様子

会場での一コマ



北海道地域農業研究所だより北海道地域農業研究所だよ北海道地域農業研究所だより北海道地域農業研究所だより

 

自
己
紹
介

地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
に
不
可
欠
な
農
協

　

こ
の
と
こ
ろ
吹
き
荒
れ
て
き
た
「
農
協
」
攻
撃

は
、
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
よ
う
で
す
。
政

府
・
規
制
改
革
推
進
会
議
は
一
昨
年
、
Ｊ
Ａ
中
央

会
制
度
の
廃
止
・
監
査
法
人
監
査
の
義
務
付
け
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
農
業
協
同
組
合
法
」
を
、
大

き
な
疑
念
を
残
し
な
が
ら
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
し

か
し
、「
暫
く
休
戦
か
」
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

買
取
販
売
へ
の
転
換
を
強
く
求
め
、
信
用
・
共
済

部
門
の
分
離
、
Ｊ
Ａ
全
農
の
株
式
会
社
化
な
ど
を

迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う
も
、「
改
革
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
！
」
が
彼
ら
の
手
の
よ
う
で
す
。

　

農
協
が
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
中
、

農
協
職
員
の
定
着
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。（
一
財
）
北
海
道
農
業
協
同
組
合
学

校
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の
委
託
を
受
け
、
北
大

農
学
部
の
坂
下
研
究
室
と
共
同
で
道
内
全
Ｊ
Ａ
に

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
率
96
％
・
１
０
４
Ｊ
Ａ
）
と

典
型
的
な
３
Ｊ
Ａ
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、
こ
の

３
月
、「
Ｊ
Ａ
職
員
の
定
着
化
促
進
並
び
に
Ｊ
Ａ

に
求
め
ら
れ
る
就
労
環
境
に
関
す
る
調
査
報
告
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
協
の
、
ま
た
農
業
の
厳
し
い
状
況
を
考
え
る

と
、
離
職
率
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
あ
に
は
か
ら
ず
。
離
職
率
は
５
年
以

内
で
13
・
３
％
。
北
海
道
全
産
業
が
37
・
２
％
、

全
国
全
産
業
が
32
・
３
％
で
す
か
ら
、
そ
の
３
分

の
１
、
２
分
の
１
。
そ
の
差
は
学
歴
（
高
卒
・
短

大
卒
・
大
卒
）
を
問
わ
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
に
職
を
得
た
人
々
は
決
し
て
「
地
元
」
や

「
農
村
」
の
出
身
者
だ
け
で
は
な
く
、
道
内
や
道

外
、
都
市
部
出
身
者
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
う
開
き
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
は
単
な
る

「
量
」
の
問
題
で
は
な
く
「
質
」
の
問
題
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
今
一
つ
の
ト
レ

ン
ド
と
言
わ
れ
る
「
若
者
の
田
園
回
帰
」
を
映
し

出
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、
そ
う

だ
と
し
て
も
５
年
も
の
長
い
間
、
そ
の
思
い
・
気

持
ち
を
維
持
さ
せ
る
何
か
が
農
村
に
、
あ
る
い
は

Ｊ
Ａ
の
職
場
に
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
農

業
・
農
村
・
農
協
関
係
者
は
誇
り
に
思
っ
て
良
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
報
告
書
は
地
域
農
研
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
（
地
域
農

研
の
会
員
の
方
は
、
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）。

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
農
研
特
別
研
究
員
の
三
津

橋
真
一
で
す
。
以
前
は
長
い
間
農
業
行
政
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
機
関
誌
発
行
に
関

わ
る
業
務
や
関
係
機
関
か
ら
の
委
託
業
務
の
一
部

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

昨
年
の
仕
事
で
、
地
方
創
生
に
向
け
全
道
の
市

町
村
が
作
成
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
目
を
通
す
機
会
が
あ
り
、
特
に
北

海
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
関
し
て
各
市
町

村
が
ど
ん
な
戦
略
を
立
て
て
い
る
の
か
、
そ
の
傾

向
を
ま
と
め
ま
し
た
。
や
は
り
大
多
数
の
市
町
村

が
、
新
規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
や
６
次

産
業
化
・
農
商
工
連
携
の
推
進
に
よ
っ
て
、
雇
用

の
確
保
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
そ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
最
近
「
地
方
創
生
」
の
掛
け
声
が
あ

ま
り
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
人
口
減
少
対
策
は
道
内
の
大
多
数
の
市
町
村

に
と
っ
て
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、
な
お
か

つ
、
即
効
性
の
あ
る
解
決
策
な
ど
な
く
、
地
道
な

取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
課
題
で
す
。
地
域
で
は
農

協
の
関
わ
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
地
方

創
生
に
向
け
た
地
域
の
動
き
に
注
目
し
て
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
早
期
離
職
者
」
は
断
然
少
な
い
！

―

「
農
協
職
員
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
の
結
果―
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Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

↑訓子府実証
農場のＨＰは
こちら

必ずチェック　最低賃金！
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者
（臨時、パートタイマー、アルバイト等を含む。）に適用される北海
道最低賃金が改定されました。
　　　　　　　　厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

北海道最低賃金

810円
時間額

平成29年10月1日発効

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会

の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践

や
そ
の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組

合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま

す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容

は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
１
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
突
破
】

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が

取
り
組
む
「
サ
ポ
ー
タ
ー

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て

制
作
し
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン

プ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
開
始
か
ら
約

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

各
地
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
皆
さ

ま
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
頂
い
た
結
果

と
し
て
、
平
成
29
年
８
月
に
、
１
万
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
魅
力
あ
る
新
鮮
か
つ
タ
イ

ム
リ
ー
な
農
畜
産

物
情
報
を
発
信
す

る
た
め
、
ア
プ
リ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
と
消
費
者
の

皆
さ
ま
へ
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
青
少
年

の
育
成
支
援
と
ス
ポ
ー
ツ
応
援

を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
年
度

よ
り
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

へ
特
別
協
賛
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
に
札
幌
市
の
モ
エ
レ
沼
公
園
で
行

わ
れ
た
北
海
道
地
区
予
選
会
に
は
、
地
元

Ｊ
Ａ
・
本
会
・
農
林
中
央

金
庫
の
職
員
が
大
会
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
し
、

道
産
食
材
を
使
用
し
た

「
お
に
ぎ
り
」
「
飲
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
及
び
「
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ

オ
ル
」
を
選
手
達
へ
差
入

れ
し
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実

証
農
場
（
訓
子
府
町
）

で
は
、
来
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
農
場
で

の
酪
農
研
修
を
通
じ
て
就
業
に
必
要
な
知

識
や
技
能
を
習
得
す
る
「
平
成
30
年
度
酪

農
研
修
生
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
研
修

は
乳
牛
飼
養
管
理
、
搾
乳
、
子
牛
哺
乳
育

成
、
自
給
飼
料
栽
培
管
理
な
ど
の
実
践
研

修
を
中
心
に
、
酪
農
畜
産
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の

座
学
研
修
も
実
施
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証
農

場
業
務
課
（
☎
０
１
５
７

－

４
７

－

２
１
９
１　

担

当
：
佐
々
木
）
ま
で
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

（
９
月
21
日
〜
）
に
あ
わ
せ
て
、

道
警
・
交
通
安
全
協
会
と
連
携

し
、
道
内
各
地
で
本
会
職
員
に
よ
る
街
頭

啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
交
通
安
全
旗

や
横
断
幕
を
掲
げ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行

者
へ
安
全
運
転
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を

呼
び
か
け
ま
す
。（
札

幌
地
区
は
９
月
29
日
実

施
）

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

は
交
通
安
全
啓
発
活
動

を
通
じ
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に

役
職
員
一
同
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は

”土
曜

ド
ッ
ク
“
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

男
性
を
対
象
と
し
て
お
り
、
各

種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。
随
時

予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。（
☎
０
１

６
６

－

３
３

－

７
１
７
１
）

　

札
幌
厚
生
病
院
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日

に

”膵
臓
・
胆
の
う
ド
ッ
ク
“
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。（
☎
０
１
１

－

２
５
１

－

５

７
１
３
）

　

ま
た
、
帯
広
厚
生
病
院
で
は
、
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
の

”脳
ド
ッ
ク
“
を
毎
月
第

２
土
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。（
☎
０

１
５
５

－

２
４

－

４
１
６
１
）
い
ず
れ
も

完
全
予
約
制
。

昨年実施の様子
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11

第９回理事会報告　平成29年９月27日開催
議案第１号　　第１四半期末監事監査に係る処理顛末について
議案第２号　　規程類の一部改正について
議案第３号　　固定資産（土地）の売却について
議案第４号　　准組合員に対する農業経営基盤強化資金（Ｈ方式）の事務取扱に
　　　　　　　ついて
議案第５号　　員外者に対する一般長期貸付の貸付と貸付利率の一部減免等につ
　　　　　　　いて
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第７号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計について
議案第８号　　平成30営農年度営農計画書策定の指標について
議案第９号　　特定組合員に係る第４四半期クミカン供給限度額の設定について

協議事項１　　地区懇談会の開催について
協議事項２　　役員道外視察研修について
協議事項３　　別海町食育・地産地消推進計画策定に係る懇話委員の推薦について
協議事項４　　組合員の大型投資計画について
協議事項５　　秋期府県消流調査の実施について

報告事項１　　第２四半期末監事監査日程の一部変更について
報告事項２　　平成29年度外部出資配当について
報告事項３　　貸借対照表及び損益計算書（８月末）について

報告事項４　　組合員の動向（８月末）について
報告事項５　　ＪＡの経営収支シミュレーションについて
報告事項６　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の処理状
　　　　　　　況について
報告事項７　　融資審査会の結果について
報告事項８　　特定組合員実績（８月末）について
報告事項９　　平成29年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業（労働負担軽減）
　　　　　　　実施に係るリース会社の選定結果について
報告事項10　　平成29年度酪農経営体生産性向上緊急対策事業（労働負担軽減）
　　　　　　　の第２回要望調査の結果について
報告事項11　　大型経営育成対策会議の結果について
報告事項12　　畜産クラスター事業（施設整備事業）に係る整備要望結果について
報告事項13　　基盤整備事業の進捗状況について
報告事項14　　第18回西春別酪農祭の決算報告について
報告事項15　　巡回ドックの結果について
報告事項16　　営農支援システムに係る進捗状況について
報告事項17　　販売事業実績（８月末）について
報告事項18　　平成29年度根室ホルスタイン共進会の決算報告について
報告事項19　　平成29年度後期種雄牛の選定について
報告事項20　　購買事業実績（８月末）について
報告事項21　　行事予定について

准組合員について学ぶ
（全４回シリーズ）

　准組合員の利用規制を導入するか否か、農水
省は平成33年３月末までに結論を出す予定に
あります。この規制が利用者である准組合員や
地域の農業や経済に与える影響を考えてみまし
ょう。
（平成29年８月ＪＡ北海道中央会作成）【第２回】

地域の農業をともに支える准組合員

准組合員制度が生まれた歴史
はわかったけど、ＪＡの事業
にはどういうものがあるのか
な？たくさんあるって聞いた
よ。

ＪＡには、販売（農畜産物の選果・出
荷・代金精算）、営農指導（農業経営・
農業技術サポート）等、農業に直接関
係する事業はもちろん、生活面でのサ
ポートも含めた幅広い事業を展開して
いるよ。

生徒 先生

正組合員（農業者）を支援
する組織だから、農業のイ
メージは湧くけど、准組合
員の人たちはどんな事業を
利用しているの？

ＪＡバンクやＪＡ共済でおなじみの信用
（貯金、各種ローン）、共済（ひと、いえ、
くるまの保障）事業や、生活（Ａコープ
（スーパー）、ガソリンスタンド運営）事
業もあって、地域の皆さんの生活を幅広
く支えているのよ。

農業者でなくても
利用できる事業が
たくさんあるんだ
ね。
准組合員になる
と、どんなメリッ
トがあるの？

ポイントサービスや優遇金利もメリットだけど、
准組合員がＪＡを利用することで、農業振興や地
域の発展にも繋がっているのよ。
皆が色んな事業を利用することで、それぞれの事
業ボリュームが大きくなれば、効率的な事業運営
ができるから、販売事業や農業者への営農指導
に、より力を入れることができるのよ。この循環
で地域の農畜産物の生産も充実するから、例えば
野菜選果場での雇用も生まれるし、皆の事業利用
が巡って地域の発展にも繋がっているわ。

そっかぁ。准組合員の利用が規制されちゃうと、私たちの生活だけで
なく、地域の農業や経済にも悪影響が出ちゃうんだね。



乳牛

乳牛

育成

乳牛

区　　分 8　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
320,483t

99.6%

67,686t

100.9%

30,499t

101.5%

7,759t

102.8%

5,320t

105.3%

13,159t

99.5%

4,260t

100.9%

1,605,329t

97.9%

336,498t

99.3%

149,961t

99.0%

38,300t

99.9%

26,149t

102.0%

64,985t

97.2%

20,617t

99.1%

3.84%

3.81%

3.86%

3.85%

3.84%

3.85%

3.81%

3.83%

3.85%

3.89%

3.85%

3.84%

3.88%

3.88%

8.71%

8.65%

8.67%

8.59%

8.67%

8.58%

8.64%

8.56%

8.69%

8.61%

8.67%

8.57%

8.69%

8.64%

7.70円

6.15円

7.70円

6.15円

7.70円

6.15円

7.70円

6.15円

7.70円

6.15円

7.70円

6.15円

7.70円

6.15円

35.51円

34.77円

35.77円

35.14円

35.58円

35.10円

35.23円

34.92円

35.66円

35.48円

35.64円

34.97円

35.90円

35.40円

51.00円

49.86円

50.76円

49.49円

50.74円

49.46円

50.60円

49.32円

50.84円

49.60円

50.74円

49.38円

50.89円

49.76円

3.61円

3.54円

3.72円

3.64円

3.69円

3.58円

3.78円

3.55円

3.78円

3.74円

3.59円

3.55円

3.74円

3.56円

98.00円

94.32円

98.12円

94.42円

97.88円

94.29円

97.48円

93.94円

98.16円

94.96円

97.85円

94.05円

98.40円

94.87円

8月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比) 異 動 職 員
平成29年10月1日
管理部 管理電算課
課長事務取扱
（管理部 部長）
 　　　　　細田　敬治
管理部 管理電算課
課長兼務を解く
（管理部 人事課課長 兼
　同部 管理電算課 課長）
 　　　　　石田　　隆
監査室 係長 兼 管理部
管理電算課 係長を解き
管理部 管理電算課 係長
 　　　　　高橋　康之

退 職 職 員
平成29年9月30日
管理部 管理電算課
　　　　　須永　真樹
管理部人事課
　　　　　柴田　里奈

登用変更（パート→準職員）
平成29年10月1日
管理部 管理電算課
　　　　　蛯名　真子

ホクレン市場カレンダー
根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

7
番

6
番

5
番

4
番11日  

5
番

6
番

4
番

3
番12日  

8
番

7
番

6
番

5
番18日  

8
番

7
番

6
番

5
番25日  

1
番

9
番

7
番

6
番1日  

6
番

7
番

5
番

4
番2日  

2
番

1
番

9
番

8
番8日  

3
番

2
番

1
番

9
番15日  

6
番

7
番

5
番

4
番17日  

4
番

3
番

2
番

1
番22日  

7
番

8
番

6
番

5
番23日  

6
番

5
番

3
番

2
番29日  

11　

月

10　

月

【全体運】知的好奇心を刺激され、いろい
　ろとやってみたくなるはず。カルチャー
　センターなどに足を運んでみるのが正解
【健康運】不安定。運動前には念入りに準
　備運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ユズ

【全体運】責任ある立場を任されるなど、重
　圧を感じやすいかも。肩の力を抜いたほう
　が好結果に。気晴らしには散歩が有効
【健康運】体力増強を目指して。健康に近づ
　けそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ボラ

【全体運】とても前向きになれます。攻め
　の姿勢をモットーに思う通り行動するこ
　とで、順調に物事が進展するでしょう
【健康運】日々、身軽に動けば体調改善に
効果あり
【幸運を呼ぶ食べ物】シメジ

【全体運】やたらと不安になり、心配しやす
　いでしょう。マイナス方向に考えず、いい
　面を探すこと。開運には花を飾って
【健康運】健康法に凝り過ぎる暗示。ほどほ
　どがベスト
【幸運を呼ぶ食べ物】リンゴ

【全体運】性格の良い面がアピールされ、
　円満な人間関係が築けそう。初対面の相
　手にも気さくに話し掛けて。旅行も吉
【健康運】運動不足になりがち。しっかり
　動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】小豆

【全体運】やるべき作業を真っ先に済ませ
　たら、後は自分の時間を楽しんで。新し
　い趣味を持つとうれしい発見がありそう
【健康運】疲労が蓄積気味。適度に解消し
　ましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

【全体運】自己アピールに最適です。温め
　ていたプランがあるなら、オープンにす
　ると◎。素晴らしい協力者が現れる予感
【健康運】不規則な生活の改善を。好転の
　呼び水に
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

【全体運】縁の下の力持ち的な役割を任さ
　れることが多い時期。とはいえ、サービ
　ス精神を発揮すれば確実に信頼アップへ
【健康運】ストレッチや体操が好調キープ
　の秘訣（ひけつ）に
【幸運を呼ぶ食べ物】ごま

【全体運】それなりに勢いはあるものの、小
　さな失敗で落ち込みやすいよう。開き直り
　の気持ちも大切。まめに気分転換を
【健康運】食べ過ぎに注意。胃腸のケアを忘
　れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】サトイモ

【全体運】神経質になりやすい月。重箱の
　隅をつつくような発想はやめて、どっし
　り構えましょう。クラシック音楽につき
【健康運】安定期です。スポーツを始める
　と刺激大
【幸運を呼ぶ食べ物】エノキタケ

【全体運】イベントや祭りなど、にぎやかな
　行事を満喫するのに最適です。文化祭やコ
　ンサートにも気軽に足を運ぶと幸運が
【健康運】ストレス発散が大事。体調に好変
　化あり
【幸運を呼ぶ食べ物】栗

【全体運】何かと感情的になりやすい時期。
　特に身近な人とつまらない口論をしがちな
　ので、悪いと思ったら、すぐ謝って
【健康運】まずまず。話題の健康法を試すと
　グッド
【幸運を呼ぶ食べ物】サンマ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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９
月
中
旬
は
、
台
風
18
号
が
全

国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
２
年
連

続
の
上
陸
と
な
っ
た
北
海
道
で
も

暴
風
や
大
雨
で
多
く
の
傷
跡
を
残

し
ま
し
た
。
根
室
地
域
で
も
、
デ

ン
ト
コ
ー
ン
の
倒
伏
等
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日

没
も
早
ま
り
、
各
地
で
初
雪
の
便

り
と
共
に
路
面
が
凍
結
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
気
象
災
害
は

防
ぎ
切
れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
早
め
の
タ
イ
ヤ
交
換
と
ラ
イ

ト
点
灯
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
自

動
車
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。
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